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アンカーの伸び量と荷重変化が判ります。
観測は目盛を読むだけで、測定器等は必要ありません。
地すべり巡視員や道路パトロール員で観測でき、特殊な技術を必要としません。

ＥＣＯＭシステムの測定方法

計測ボックスのフタを開け、各計測ワイヤーの指標コマの位置を計測目盛に対し
て垂直に見て、指標コマの頭部キャップ側の目盛を読みます。（図ʷ①参照）
読み取った測定値は、表ʷ①に示す記入例のように、野帳に記入します。

図ʷ① 目盛の読み方

（特許公開中：特開2009-293325）

写真ʷ① 5/20観測 写真ʷ② 6/20観測 写真ʷ③ 7/20観測

表ʷ① 野帳記入例

PAT.
P

測定日 c（緑） b（青） a（赤） 備考 

2010/5/20 0 mm 0 mm 0 mm 初期値設定 

2010/6/20 -5 mm 0 mm +5 mm  

2010/7/20 -10 mm 0 mm +10 mm  

赤：地盤内不動点

青：アンカー体内

緑：アンカー自由⾧内
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サンスイ・ナビコ 株式会社



1．ＥＣＯＭを観測したら・・・
・全個所でワイヤａ，ｂに伸び
・さらにａ，ｂで５㎜以上の伸び

1．ＥＣＯＭを観測したら・・・
・２Ｒ，３Ｒでワイヤａ，ｂに伸び
・さらにａ，ｂで５㎜以上の伸び

1．ＥＣＯＭを観測したら・・・
・１Ｌ，２Ｌ，１Ｃでワイヤａ，ｂ，ｃに縮み
・ａ，ｂ，ｃに５㎜以上の縮み

Ｌ測線1観測孔

ワイヤーが引き込まれる状態を“伸び”、引
き出される状態を“縮み”で判定。

Ｌ測線1・2 Ｒ側線1観測孔

ａ・ｂ・ｃのいずれも受圧板の沈下によ
り、“縮み”が生じる。

ｃ～ｂ間の距離が増加するため、ａ
とｂに伸びが生じる。

Ｃ測線1・2・3観測孔

平面図凡例

Ｒ測線1観測孔

ワイヤーが引き込まれる状態を“伸び”、引
き出される状態を“縮み”で判定。

斜面状況評価とＥＣＯＭ監視結果による安全管理事例

拡大すべり

対応すべり

拡大すべり 拡大すべり

地盤の沈下

部分すべり

拡大すべり

ｃ～ｂ間の距離が増加するため、ａ
とｂに伸びが生じる。

Ｒ測線2・3観測孔

軟質な表層による
不同沈下

受圧板の支持地盤の沈下？

拡斜面に変状なし、伸び・縮みの進行なし

3-1．斜面安定検討
・専門家と斜面の確認 ・さらに必要であれば斜面の対応検討

3-2．継続監視
・斜面の継続監視 ・さらに変動がなければ、定期監視へ

斜面に変状あり、伸び・縮みの進行

部分・拡大すべりの可能性？拡大すべりの可能性？


